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1. 経営の健全性 ･効率性
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2. 老朽化の状況
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｢施設全体の減価償却の状況｣ ｢管路の経年化の状況｣ 『管路の更新投資の実施状況J
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1. 経営の健全性 ･効率性について

経常収支については、 3 年連続で赤字であった
が、 その後 2年連続で黒字に転じた。 しかし、 類似
団体平均値や全国平均値と比較しても大きく下回
り、 伸び悩みが続いている。

主な要因としては、 需要水量の減少による給水収
益の低下であり、 給水人口としては増加傾向にある
が、 有収水量に比例していない。
また、

… -【 ご汁等瀞‘̂ ;′に 事▲に結びついてお
らず、 給水に係る費用を給水収益以外の収入で賄っ
ているため、 施設の稼働状況を含め、 見直しを行う
必要がある。
本市の水道料金は、 全国的にみても低料金の事業

体に属しているため、 料金改定等を合熱吉通 ;- - ,.
金収入の確保に努め、さらなる経営改善の取組みが
必要であると考えている。

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値等と比較して、管路の老朽化が進
んでおり、 更新が追いついていない。 突発的な修繕
等を随時行ってはいるが、 根本的な解決には至って
いないのが現状である。
耐用年数を過ぎず′" !+ 公道漏水等の増加

を引き起こすため、 更新等の対策を練ス･灘事十ぐあ
る。 しかし、 更新には多額の費用がかかるため、収
入に見合った効率の良い更新計画を立て、貢i酉的に
事業を進めていくことが重要であると考えている。

全体総括
本市は平成26年 3 月に水道事業を適正に運営して

いくため、
ム待 - - ｣ 塊菊策 ･災害対策

等の取り組むべき事業を盛り込んだ、 『桑名市新水
道ビジョン｣ を策定した。 また、 現在経営戦略につ
いても策定を進めているところである。
近年、 需要水量の減少により、 料金収入が減少傾

向にある中で、 融呂 " :…口粥≧グゴホ二子壽れ
‐…‐き行

う上でも、 料金改定等を含めた収入確保に努めてい
く考えである。
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1. 経営の健全性 ･効率性
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『料金水準の邁切性｣ ｢費用の効率性｣ ｢施設の効率性｣ ｢使用料対象の捕捉｣

2. 老朽化の状況

①有形固定費塵減価償却率(% ) ②管渠老朽化率(% ) ⑧管渠改善率(% )
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｢施設全体の減価償却の状況｣ ｢警察の経年化の状況｣ ｢筈栞の更新投資 ･老朽化対策の実施状況｣

※ ｢経常収支比率｣、 ｢累積欠損金比率｣、 ｢流動比率｣、 ｢有形固定資産減価償却率｣ 及び ｢管渠老朽化率｣ については、 法非適用企業では算出できないため、 法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※ 平成22年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

1. 経営の健全性 ･効率性について

平成25年度に下水道使用料改定を実施したことに
より、 経常収支比率が平成25年度から右肩上がりと
なり、 平成26年度に100 % 以上となった。また、経
費回収率においても、 平成26年度に100 % 以上と
なったことから、 使用料で回収すべき経費を全て使
用料で賄えている状況であり、 経営状況が改善に向
かっている。
しかし、平成26年度に公営企業会計制度が改正さ

れ、借入資本金であった企業債が負債に区分が変更
されたことにより、 流動比率が大幅に減少した。当
該指標については、 類似団体平均値や全国平均値と
比較しても低い数値となっており、 T年以内に現金ても低い

る資産で、
い負債を賄え
めに一時借入
る。そのため
なる経営改善に努めていく。
※施設利用率については、 晴天時-
÷晴天時現在処理能力で求められる

老朽化の状況について
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